
が、空欄箇所以外はすべて正しい文章です。空
欄前後の文章にはヒントがたくさん転がっている
わけです。これに“知識”を組み合わせることで
解答できる（もしくは1つには絞れないまでも選択
肢を狭めることのできる）問題は少なくありません。
特に最高裁判例や白書系からの設問などはそうい
う傾向が見られますね。
次は「択一式」。いわゆる5肢択一形式で、計70
問。試験時間は3時間半（210分）です。一見
トータル時間は長いように思えますが、設問には、
例えば事例問題のようにまず状況把握に時間が
かかるタイプの問題もありますし、「アからオのう
ち、正しいものはいくつあるか。」のような設問（こ
ういうものを個数問題と呼んでいます）のように、
すべて読まないと答えが出せないタイプの問題も
あります。もちろん、解答する（マークシートの当
該欄を塗りつぶす）時間も必要ですし、読み間違
いがないかどうかの見直しの時間だって必要で
す。したがって、210分で70問といっても、単純
に1問に3分かけるわけにはいかないのです。仮
に1問を2分で解こうとすると、1肢にかけられる
のは24秒（＝120秒÷5肢）ということになります。
そう「択一式」は、時間との戦いなのです。だか
ら、日ごろの演習時には常に時間を意識する感覚
が必要です。

初学者はどんな学習をすべきか？
まず、何よりも大切なのは、知らなかったことを知
ることの楽しさを感じながら勉強することです。

この期間中に実施される全日本社労士公開模試
（全3回）は、弱点を発見する絶好の機会です。
模試を受けることで自分の弱点を把握し、どの分
野で点数が取れないか、どの問題に時間がかか
るかを明確にします。模試の結果を元に、弱点を
重点的に復習し、特に間違えた問題や苦手な分
野については、テキストに戻って条文を確認し、
関連する過去問を解き直すことで理解を深めま
す。弱点をそのままにせず、本番での失点を防
ぐことで、合格の可能性を高めましょう。

西園寺講師の講義の特徴
過去問からのアプローチ
社労士試験合格の鍵は過去問のマスターにあり
ます。過去問は最高の問題集であり、実際に過
去に出題された問題を例に、どのようなひっかけ
問題が出題されるかを詳しく解説します。これに
より、受講生は試験本番で注意すべきポイントを
理解し、ミスを減らすことができます。

初学者でもわかりやすい解説
法律の知識がゼロから始める方でも理解しやす
いように、基礎から丁寧に解説します。複雑な法
律用語や概念をわかりやすく説明し、具体的な
事例や図解を用いて理解を深めるサポートを行
います。

計画的な学習方法の提案

そのうえで、社労士試験に早期合格するために
は、得点力を向上させるための下地を早く作るこ
とが重要です。具体的には、「過去問の解き惜し
みはするな！」ということです。
基本的に、まず授業を受けて（インプット）、次に
問題演習（アウトプット）するという流れなのです
が、このアウトプットは、その科目のインプットが
全部終わってからやるのではなく、ひとコマずつ
（←1講義2.5時間ずつという意味）、受講のつ
ど、その授業範囲部分の過去問（コースの副教
材である“一問一答過去問BOOK”を活用す
るのが最適）を見ながら（解くというよりも読む感
覚）、その答えが書かれているところをテキスト上
で確認していく、という手順で進めていただきたい
のです。これが理想の復習です。難しい問題や、
テキストに載っていない問題などは飛ばしてOK
です。
アウトプットに関して、留意点があります。それは、
「（少なくとも模試までは、）択一対策を重視す
る！」ということです。気分転換に選択式の問題を
解く程度ならかまわないですが、比率が逆転して
しまうと本末転倒です。誤解を恐れずに言うなら、
基礎力の向上を実感できるのは、択一式すなわち
正誤問題の正答率だからです。参考までに、1回
目の模試で40点を超えたら、選択式を意識した
対策を並行する、で遅くはないでしょう。

椛島はどんな講義をするのか？
私の講義の特徴はこの3つでしょうか。①常に全

限られた時間で効率よく学習を進めるために、計
画的な学習方法を提案します。毎日の学習時間
の確保、復習のタイミング、問題演習の方法を
具体的に指導します。また、過去問の活用方法
や重要ポイントの押さえ方についてもアドバイス
します。

メリハリのある講義
学習を続ける中で、集中力を保つことは重要で
す。私の講義では、メリハリのある授業進行を心
がけています。重要なポイントは繰り返し強調
し、記憶に残りやすいよう工夫しています。

講師からのメッセージ
社労士のやりがいと魅力
社労士は人から感謝される仕事です。企業の労
務管理や人事制度の構築を支援することで、働
く人々の生活を支える役割を担っています。相談
業務を通じて、企業や従業員の悩みを解決し、
働きやすい環境を作り出すことができます。この
ような仕事を通じて、多くの人から感謝されるの
は、大きなやりがいとなります。

社労士としての多様な業務
社労士としての仕事は多岐にわたります。労働基
準法や社会保険に関する専門知識を駆使して、
企業の法令遵守をサポートし、トラブルを未然に
防ぐことができます。また、社員の働き方改革の

体像を意識している。②常に本試験を意識してい
る。③常に他の科目を意識している。
①の「全体像」について、私は、その科目の重要
な箇所（右記の表を参照）ほど全体像から入り、
常に全体像を意識します。おそらく、同じことを何
度も言います（笑）。それぐらいでようやく皆さんの
潜在的な記憶に残ると思います。
②の「本試験」を意識する件に関して、例えば「こ
こはこういう言葉で引っ掛けてくるから注意ね
～！」とか、「この条文そろそろ選択式で出そうだ
な～」といった話をすることも少なくありません。
③に関して。社労士試験の7割は“保険関係”の
科目です。そうなると、当然ながら共通テーマも多
くなります。被保険者、保険者、給付関連、各種
通則規定、不服申立てなどなど。科目間で共通す
るものもあれば、微妙に異なるものもあります。最
終的にはそれらをしっかりと区別しておかなけれ
ば試験で使える知識になりません。（※LECで
は早い段階で「横断整理BOOK」をお渡しし
ています！ ）

最後にメッセージ
たしかに社労士試験は範囲も広く、法改正の多い
試験ですが、合格した後のことを考えてみてくださ
い。受験で苦労する分、現場ではニーズが絶え
ることがなく、あなたにとって強力な資格とな
るでしょう。それが社労士の魅力です。私が全力
でサポートします。安心してついてきてください。

一環として、柔軟な勤務制度や休暇制度の導入
支援なども行います。これにより、企業全体の生
産性向上や従業員の満足度向上に貢献すること
ができます。

独立開業と働き方の自由
さらに、社労士は独立開業することも可能です。
自分の事務所を構え、クライアント企業や個人と
直接契約を結ぶことで、より自由度の高い働き方
が実現できます。自分自身のライフスタイルに合
わせた働き方を選択し、家庭との両立や地域社
会への貢献も可能です。
私自身も子育てをしながら資格を活かして働くこ
とができています。社労士の資格は、育児や家
庭の都合に合わせた柔軟な働き方ができる点で
も大きな魅力があります。

最後に、講師として皆さんにお伝えしたいことがあ
ります。社労士試験は難関ですが、努力と継続
があれば必ず乗り越えられます。私の講義では、
知識の習得だけでなく、受講生の皆さんが楽しく
前向きに学べるような工夫を凝らしています。
学習は一人ではなく、私たち講師や仲間と共に
進めるものです。困ったことや疑問点があれば、
いつでも相談してください。社労士としての未
来を一緒に切り開いていきましょう。皆さんの
合格を心から応援しています。一緒に頑張りま
しょう！
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椛島講師の
「読むガイダンス」

西園寺講師の
「読むガイダンス」

とは、「Style（習慣付け）」、「Strategy（戦略立
て）」、「Schedulinng（スケジュール管理）」です。
特に重要なのが、2つ目の「Strategy（戦略立
て）」です。社労士試験はひとつの大きな戦いです
よね。その戦いに勝つためには、まず相手（＝社
労士試験そのもの）を知らなければなりません。
例年の形式と変わらないという前提であれば、社
労士試験は「8月第4日曜日の1日で完結する試
験であり、午前の試験（選択式）も午後の試験（択
一式）も、いずれもマークシート形式で行われ、し
たがって記述も論述もない試験」という特徴があ
ります。
社労士試験を突破するための最大のネックは、科
目ごとに細かく基準点が設定されている点です。
社労士試験の出題範囲は広く、労働基準法や労
働組合法などの“労働関連分野”、労災保険法
や雇用保険法といった“労働保険分野”、さら
には健康保険法などの医療保険や各種公的年金
（具体的には国民年金法と厚生年金保険法）が
属する“社会保険分野”など広範にわたります。
これらの法律がモノによっては単独で、あるいは
複数をセットとしてひとつの“科目”で問われま

です。私自身も法律の知識ゼロからLECで学
び、1年で一発合格しました。ここでは、私の体
験を基に「社労士試験合格のための最短経路
学習法」を伝授します。

『社労士試験合格のための
最短経路学習法』とは？
社労士試験の難易度が高い理由の一つは試験
範囲の広さです。労働基準法や雇用保険法、年
金法など多岐にわたる10科目の知識が求められ
ます。1年でこれら全てを習得するには、計画的
な学習が不可欠です。

学習の時期による内容の違い
社労士試験合格を目指す学習内容は時期によっ
て異なります。ここでは、「SEASON1：基礎
編・合格講座本論編（受験年の4月頃まで）」
と「SEASON2：直前対策編（受験年の5月
以降）」に分けて学習方法を紹介します。

SEASON1：基礎編・合格講座本論編

す。その“科目”ごとに基準点が設定されている
ということが何を意味するか。この試験は苦手な
科目が存在してはならないということです。

なぜ「選択式」と「択一式」に分かれて
いる？？
社労士試験は、「選択式試験」と「択一式試験」
とに分かれています。出題科目はいずれの形式に
おいても、労働関連分野から各保険分野に至るま
で、全範囲に及びます。ただ前述のとおり、いず
れの形式にしても記述や論述の要素はなく、所定
の選択肢の中から“選ぶ”ものです。同じ知識範
囲なのに、なぜ「選択式」と「択一式」に分かれる
のか。そこに意味があると、椛島は考えます。
ずばり、それぞれの試験形式において「問われる
能力が違う」からではないでしょうか。結論からい
うと、「選択式」では“知識に裏打ちされた国語
力とセンス”、一方「択一式」では“スピード処
理能力”です。
まずは「選択式」から。空欄穴埋め形式で、1問
5穴が計8問。試験時間は80分ありますから、
午後の択一と比べると、そこまで時間に追われる
試験ではありません。例えば、ある問題が法律の
条文そのままの出題で、仮にその条文をあなたが
完全に記憶しているならば、その条文のどこが空
欄にされても得点できますよね。このように既に備
わっている“知識”ですべての問題に対処できる
のであればよいのですが、実際には自分の知らな
い問題も多く出てきます。でも、当たり前の話です

この期間は、知識の定着を図ることが主な目的
です。具体的には、インプット学習（講義受講、
テキスト読解）で必要な知識を蓄え、アウトプッ
ト学習（問題解答、学習内容の説明）で覚えた
知識を活用します。

例えば、「講義を受けたらすぐに過去問に取り組
む。過去問を解いたらテキストに戻って条文を確
認する」という反復学習が効果的です。一問一
答過去問BOOKを活用し、インプット講義を受
けたらすぐに対応する過去問に取り組むことが推
奨されます。実際の試験でどのように出題される
かを知ることで、知識の吸収が速まります。

過去問を1回や2回解くだけでは不十分です。
繰り返し解くことで理解度が深まります。毎日少
しずつ学習を続けることで、膨大な知識も自分の
ものとなります。仕事が忙しくても、平日であれば
1日2時間程度の学習時間を確保し、コツコツと
続けることが合格への鍵です。

SEASON2：直前対策編
この期間は、弱点克服と応用力強化を図ること
が主な目的です。社労士試験には各科目ごとに
基準点があり、総合点だけでなく各科目の基準
点をクリアする必要があります。特定の科目に弱
点があると合格が難しいため、全科目で均等に
得点を取ることが重要です。
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“戦略（Strategy）”が大事！
そのために相手を知ること！ 
私は講師になった頃から、社労士試験合格には
“3つのS”が必要だと提唱してきました。その3つ

社労士試験合格への最短経路を伝授
社労士試験は難関とされていますが、効率的か
つ効果的に学習すれば短期間での合格も可能
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